
愛媛たいき農業協同組合

平野 和美

選ばれるJA愛媛たいきへ
～人材・接点・組織の再構築～



めざすべき姿

地域住民にとって

「選ばれるJA」・「なくてはならないJA」

地域に密着し、地域活性化をめざす

 組合員・利用者から信頼される

基 本 理 念
新時代を展望し、豊かな地域の個性を活

かした協同の輪を大きく広げ、統合ＪＡに

しか出来ない事業機能を備えた組合員の

信頼と期待に応え地域に貢献する「たい

き」らしい自己完結型ＪＡを実現する。

JA愛媛たいきの使命
ＪＡ運動によって組合員とその家族のみ

ならず、地域住民及び利用者の“幸”を

徹底的に追求し、地域社会の発展に貢

献する。



JA愛媛たいきを取り巻く環境
①外部環境

【人口推移】 【地域の動向】

持続可能な観光地
世界1位（日本初）

シルバーアワード
四国初受賞

観光業が
盛ん 

人口減少
高齢化



②内部環境



課題と分析

【JA活動が認知されていない割合】



課題と分析

２．人材育成

・専門性が弱い

・組合員・利用者のニーズ（期待）
に対応できていない

・資格取得の意識が低い

【JAに期待する活動】



課題と分析

【長期間同一部署に所属するメリット・デメリット】



案①プロジェクトチーム立ち上げ
「シン・きずな向上塾」×部門間連携

 目的
• 組織横断的で課題を抽出し、改善を実行する

“変革エンジン”をつくる

 具体的な実施方法・取り組み
• 各部門からのメンバー選出
• 耕作放棄地を活用した農業体験
• 子どもを交えた参加型イベント

 • 農産物の加工品づくり

 効果
• 部門間連携の強化
• 新サービス・新商品の開発
• 組織方針の共有・意思統一
• 顧客満足度の向上



案②ＬＩＮＥの活用
次世代層との接点づくり×情報発信

 目的

• JAの活動を情報発信（知ってもらう）

• 若年層・未取引層との接点を創出する

 具体的な実施方法・発信内容

• 名刺や広報誌表紙にQRコードを記載、既存SNSアカウントでの周知

• 産直市イベント情報やJAとして参加する地域行事（祭り）の情報発信

• 各種キャンペーンの案内（ローン金利、定期貯金、共済）

• 旬な農産物情報

• ATM休止情報、連休時の施設稼働情報

 効果

• 効率的な情報発信

• 認知度向上

• 訪問活動に依存しない営業モデルの構築



案③資格取得の視える化

 目的
• 専門性向上と職員の成長意欲の強化

 具体的な実施方法
• 共通と各事業に分類した資格・試験を一覧表にする

分類することで人事異動の負担軽減

• 職員ごとの取得情報一覧表を作成し、年度当初に配布

• 目標設定面談時に資格取得を促す

• 受験申込時に促す

 効果
• 相談対応力の向上
• サービス品質の向上
•  適正な人事考課に繋がる
• 人材育成体系の明確化



案④キャリアチャレンジ制度の導入

 目的
• 職員が自らキャリアを選択できる仕組みづくり
• 働き甲斐、職場への愛着、仕事への熱量向上

 効果
• 離職防止
• 人材の発掘
• 組織の活性化
• 配置ミスマッチの解消

 具体的な実施方法
• 同一部署・同一業務2年以上経験した職員がエントリーできる
• 書類選考（経歴や志望動機を記載）と役員面談の審査

     身勝手な異動希望の手段とせず、書面のみの自己申告書との差別化



「選ばれるJA」であるために
次世代層との接点づくりと人材育成で、
地域に寄り添い、選ばれるJAを目指す
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